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注） 報告書の公開にあたり支障がある場合は、当該部分とその理由を明記してください。

本研究では、 メ キシコ LMT 50m望遠鏡と 組み合わせるこ と で北半球で最高感度を
実現する、 120−360 GHz帯ヘテロダイ ン受信システム「 FI NER」 の分光計ハード
ウェ アを開発し た。 本分光計では、 高速 ( 20. 48 Gsps)  3ビッ ト A/D変換器と FPGA
を採用し 、 サイ ド バンド 分離をデジタ ル信号処理で実現する。 こ れにより 、 分光
計の帯域拡張のみなら ず、 アナログデバイ スだけでは実現の難し い40 dBと いう
高いサイ ド バンド 分離比を全I F帯域に渡っ て達成する。 こ の広帯域と 高いサイ ド
バンド 分離比を同時に実現するこ と は、 微弱な高赤方偏移輝線探査だけでなく 、
生命起源分子輝線の探査等にも 有用である。 ( 成果： 別紙)
　 本研究の目標は、 2019年度までに完了し た分光計フ ァ ームウェ アを実際に動作
さ せるハード ウェ ア基板設計と 製作である。 コ ロナ禍による部品調達の遅れが
あっ たも のの、 本課題で実施し たハード ウェ ア基板設計、 20. 48 GspsのA/D変
換、 及び自己相関やチャ ネル間の位相補正を担保する相関処理が実現し 、 入力し
た 20 GHz 信号を正し く 分光検出でき るこ と を示し た（ 写真） 。
　 ・ 写真（ 左） ： 製作し た20GHzデジタ ル分光計（ 下） および別途開発を行っ た
20. 48 GHzク ロッ ク （ 上）
　 ・ 写真（ 右） ： 信号発生器で発生さ せたおよそ 17 GHz のCW信号を入力し たと
き の分光計出力。 2次モード サンプリ ングによるCW信号が7. 5GHz付近に検出さ れ
ているこ と が確認でき る。
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2020年度国立天文台共同開発研究成果報告書
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研究代表者

名古屋大学大学院理学研究科・ 准教授

【お願い】
研究期間終了後の２年後に、関連開発の進捗及び波及効果についてアンケートを実施いたしますの
で、その際はご協力ください。

2021年　　4月　23日

（ふりがな）　　　　　　　　　　　　たむら 　 よう いち

田村　 陽一

北半球最高感度ミ リ 波サブミ リ 波ヘテロダイ ン受信システムLMT- FI NER： デジタ
ルサイ ド バンド 分離広帯域分光計の開発( I I )

本共同研究で開発・ 評価し た分光計は、 我々が推進するLMT-FI NER計画の根幹を
なす。 本共同研究をレバレッ ジと し て、 LMT-FI NERを実現する2021年度大型科研
費（ 基盤S） の申請を進めると と も に、 FI NER受信機のバッ ク エンド 初号機と し て
活用する。 さ ら に、 本共同開発で得ら れた成果は汎用性が高い。 し たがっ て、
LMT-FI NER受信機のみなら ず、 様々なサブミ リ 波観測システムでの活用が可能で
ある。
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田村　陽一

回答日：2021年4月23日

１　欧文論文（査読あり）

記述不要 著者(DOIが付与されていれば記述不要) 出版年 論文名 雑誌名 巻（※１）
ページもしくはID

（DOIが付与されてい
れば記述不要）

DOI 調査年度 備考

2　和文論文（査読あり）

筆頭著者名
ローマ字表記 著者(DOIが付与されていれば記入不要) 出版年 論文名 雑誌名 巻（※１）

ページもしくはID
（DOIが付与されてい

れば記述不要）

DOI
（付与されている場合）

調査年度 備考

3　国内・国際会議講演、学会発表等

記述不要 講演者 年 講演名 会議等名 招待講演 (※２） 調査年度 備考

田村陽一, 萩本将都, 谷口暁星, 山本宏
昭 (名古屋大), 川邉良平, 鎌﨑剛, 小嶋
崇文 (国立天文台), 酒井 剛 (電気通 信
大), 原田健一, 谷口達, 小関研介 (エレッ
クス工業), 田中邦彦 (慶応大), 廿日出文
洋, 竹腰達哉, 河野 孝太郎, 吉村勇紀
(東京大), 井上昭雄 (早稲田大), 橋本拓
也 (筑波大), 他 FINER チーム

2020
北半球最高感度ミリ波サブミリ波ヘテロダイン受信システ
ム LMT-FINER I. デジタルサイドバンド分離広帯域分光計
ファームウェアの開発

日本天文学会2020年秋季年会

４　修士/博士論文

記述不要 著者
学位授
与年度

論文名 学位授与大学 言語 取得学位
DOI

（付与されている場合）
調査年度 備考

５　その他

(※１)巻がない場合は省略可。また、号の記載が必要な場合は巻の後ろに括弧で記載する。(例：57（12））
(※２)招待講演の場合には「*」を記載する。

北半球最高感度ミリ波サブミリ波ヘテ
ロダイン受信システムLMT- FINER：デ
ジタルサイドバンド分離広帯域分光計

の開発(II)

名古屋大学大学院理学研究科

開催場所・開催日

オンライン開催・2020年9月8-10日

国立天文台共同開発研究 報告書（別紙）

国立天文台研究交流委員会
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